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伊賀市の人口・世帯数
（平成18年1月31日現在）
人　口　
（男）
（女）
世帯数　

に
埋
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
排
水
用
の
土
管
も
見
つ

か
り
ま
し
た
。

台
所
門
も
幅
約
13
ｍ
・
奥
行
約
４
ｍ
の
建
物
で
し

た
。
調
査
の
結
果
、
排
水
用
の
石
組
溝

い
し
ぐ
み
み
ぞ

が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
石
組
溝
は
江
戸
時
代
の
絵
図
に
よ
る

と
台
所
門
に
隣
接
し
て
お
り
、
門
の
位
置
が
ほ
ぼ
特

定
で
き
た
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
石
組
溝
に
か

か
る
石
蓋

い
し
ぶ
た

も
何
枚
か
検
出
さ
れ
当
時
の
生
活
面
が
現

在
の
地
表
よ
り
も
約
60
㎝
程
下
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

る
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

伊
賀
市
は
、
史
跡
上
野
城
跡
に
つ
い
て
①
文
化
財

と
し
て
の
恒
久
的
保
存
②
文
化
財
と
し
て
の
価
値
の

顕
在
化
と
活
用
③
自
然
環
境
の
保
全
④
歴
史
・
文
化

的
空
間
と
し
て
の
風
致
の
確
保
を
基
本
方
針
と
し
て

保
存
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
上
野
城
跡
に
関
わ
る
古

写
真
や
古
地
図
等
を
お
持
ち
の
方
は
資
料
提
供
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課
文
化
財
室
　
1
22
・
９
６
８
１

伊
賀
市
の
文
化
財

16

103,191人　　　
50,106人
53,085人
38,086世帯　

東大寺二月堂のお水取り（修二会）に先駆けて、
正月堂修正会が2月11日、島ヶ原地区内の5講の頭
屋から正月堂まで供え物を運ぶ「練り込み」行事
が行われました。
講員たちは、五穀豊穣と厄除けを祈って5枚の大
餅や節句盛りなどを担ぎ「エットー」とかけ声を
あげながら本堂へ駆け上がる姿は圧巻でした。
練り込みが終わると、講の一つである元

え

頭
と う

村が修正会、初の試み
となる千本杵による餅つきパフォーマンスを披露。参加者は千本杵
でついた餅を美味しそうに食べていました。その後、戌年生まれの
人が福餅まきを行い、参加者や観光客を楽しませました。（今月の表紙）

三重県無形民俗文化財「正月堂修正
し ゅ し ょ う

会
え

」

国
史
跡
上
野
城
跡

▲台所門東側　石組溝検出現場

▲城代屋敷地発掘位置図（1:2000）

教
育
委
員
会
で
は
、
史
跡
上
野
城
跡
保
存
整
備
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
城
代
屋
敷

じ
ょ
う
だ
い
や
し
き

地
内
に
お
い
て
平
成

11
年
度
か
ら
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
城
代

屋
敷
地
は
復
興
天
守
閣

ふ
っ
こ
う
て
ん
し
ゅ
か
く

（
伊
賀
文
化
産
業
城
）
の
東
、

石
垣
が
め
ぐ
ら
さ
れ
一
段
高
く
な
っ
て
い
る
所
に
あ

り
ま
す
。
本
年
度
は
、
城
代
屋
敷
地
の
表
門
南
西
側

（
約
60
㎡
）
お
よ
び
台
所
門
（
約
80
㎡
）
の
発
掘
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

表
門
は
、
下
の
図
の
よ

う
な
、
幅
約
13
ｍ
・
奥
行

約
４
ｍ
の
門
構
の
建
物
で

す
。
そ
の
奥
は
多
聞
長
屋

た
も
ん
な
が
や

風
建
物
が
石
垣
に
沿
っ
て

Ｌ
字
形
に
連
な
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
こ
れ
ら

の
建
物
の
礎
石

そ
せ
き

が
い
く
つ

か
検
出
さ
れ
、
江
戸
末
期

▲御城表門絵図（福井健二著「上野城郭図集」より）


